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飯田市は、豊かな自然に恵まれ、長い歴史と伝統文化をもつまちとして知られています。

近年の発掘調査による新たな発見により、当地方の古代の様子がしだいに明らかにされつ

つあります。こうした古代人の足跡を追ってみると、古代の人々の生活域とわれわれ現代人

の生活域とがかなり重なりあっていると理解されます。そうすると一見、人々の営みは、そ

れほど大きくは変っていないようにも思われますが、近年私達の生活スタイルは大きな変化

をとげており、土地開発の姿も多様化する中で、過去の人々の営み (歴史)を解明する遺跡

などを後世に伝えていくのは、大切であるとともにたいへん難しいことであることを強く感

じます。

今回発掘調査を実施した駄科権現堂遺跡は、かつて宮城遺跡として昭和48年に発掘調査が

実施されました。その時にみつかった縄文土器には土器全体に複雑な文様が施され、それを

見ると縄文人がいかに豊かな想像力と創造力を持った人たちであったことかと驚くばかりで

す。今回の調査でもその一端を窺う住居の跡や土器等が発見されています。

また、この遺跡内には、当地方を代表する前方後円墳の一つである権現堂 1号古墳が存在

することもこの遺跡の大きな特徴です。新たに未認知の古墳の存在も確認でき、古代より重

要な意味をもつ地として、様々な土地利用をされながら現代につながっていることを強く感

じます。

失われていく文化財を記録保存という形で残すことは次善の策ではありますが、こうした

記録が残され、地域の資源として有効に活用されることを願うばかりです。

最後になりましたが、発掘調査に際し、多大なるご理解とご協力をいただいた木下幹夫氏

及び発掘・整理作業に従事された皆様に、多大なる謝意を申し上げる次第であります。

平成18年 3月

飯田市教育委員会

教育長  伊 澤 宏 爾
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1.本報告書は集合住宅建設に先立ち実施された、飯田市竜丘地区駄科所在の埋蔵文化財包蔵地駄科権

現堂遺跡・安宅 3号古墳の緊急発掘調査報告書である。

2。 発掘調査は木下幹夫氏からの委託を受けて、飯田市教育委員会が実施 した。

3。 今回の調査は、当初駄科権現堂遺跡として調査を実施 したが、調査により新たに 1基の古墳を発見

したことにより、駄科権現堂遺跡・安宅 3号古墳としてそれぞれ調査を行った。

4。 駄科権現堂遺跡における発掘調査位置は国土基本図の区画、Ⅷ一 LC 94-2 10-25。 26に位置
し、グリット規定は新飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づいて、株式会社 ジャステックに委託
した (本文第 3図参照)。 なお、座標は世界測地系を用いている。

5.駄科権現堂遺跡 。安宅 3号古墳の発掘調査及び整理作業には、略号D G D1242-3を 用いた。また、

遺構には次の略号を用いた。竪穴住居址一 SB、 土坑一 SK。

6。 本書の記載は遺構順とし、遺構ごとに本文・遺構・遺物図・写真図版を掲載 した。

7.土層観察については、小山正忠・竹原秀夫 2004 『新版標準土色帖』による。

8。 実測図において、遺構図中のスクリーントーンは炭化物及び焼土の範囲を示 し、数字は床面からの

深さを示す。石器実測図中の←T→は刃潰しを示す。土器断面のEは 縄文土器 。土師器、 |■■

は須恵器を示している。また、土師器内面の圧三:三∃ は黒色処理を示す。

9.遺構写真は発掘調査担当者が撮影 し、遺物写真は西大寺フォト 杉本和樹氏に依頼 した。

10.石室石材および石器石材については、飯田市美術博物館の松村武氏に教示いただいた。

11.本書の執筆 。編集は澁谷恵美子が行い、加筆修正・総括を小林正春 。馬場保之が行った。

12.本書に関する出土品及び諸記録は飯田市教育委員会が管理 し、飯田市考古資料館で保管している。
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第 I章 経 過

1.調査の経過

平成16年 2月 16日付、飯田市駄科1240番地 木下幹夫氏より、飯田市駄科1242-3における「土木工

事等のための埋蔵文化財発掘の届出書」が提出された。工事計画は鉄筋コンクリート2階建ての集合住

宅を建設するものである。

工事計画地は埋蔵文化財包蔵地 駄科権現堂遺跡にあたる。この一帯は、縄文時代中期および古墳時

代後期の集落址として知られている。昭和48年度には農業構造改善事業に先立ち発掘調査を実施 し、縄

文時代中期の集落が確認されている (旧宮城遺跡)。 また、全長約60mの前方後円墳である権現堂 1号

古墳を中心に、東側には権現堂 2号古墳、神送塚古墳、井ゾエ 102号古墳、ツカノコシ古墳といった

円墳があり、西側には安宅 102号古墳が存在することから、当該地周辺は古墳時代には墓域として位

置付けられていたと考えられる。

前述のような状況から、木下幹夫氏と飯田市教育委員会とで協議 し、工事に先立ち試掘調査を実施し、

その結果により再協議することとした。平成16年 4月 5日 に試掘調査を実施 したところ、新たに古墳の

周溝を確認 し安宅 3号古墳とした。建物基礎の深さは lm程になるが、試掘調査の状況から工事により

遺構が壊されると判断した。再協議の結果、工事実施前に発掘調査を行い、記録保存を図ることとなっ

た。

これに基づいて、平成16年 4月 13日 に、木下幹夫と飯田市長との間で、「飯田市竜丘地区 (平成16年

度)埋蔵文化財発掘調査委託契約」を締結した。

平成16年 4月 14日 より現地における発掘調査を実施 した。同日、重機により表土剥ぎを行い、15日 に

新飯田市埋蔵文化財基準メッシュ図に基づく測量作業を委託実施 した。16日 より作業員を入れて発掘調

査を開始 した。遺構の確認・掘り下げ・実測・写真撮影を順次行い、 5月 14日 に現地での発掘作業をす

べて終了した。なお、 4月 29日 に現地見学会を実施 し、約50名 の参加があった。引き続き、飯田市考古

資料館において、出土遺物や現地で記録された図面・写真類の整理を行い、概要報告書を作成 した。

平成17年度は、同館において出土遺物の注記・接合復元・実測・写真撮影や遺構 。遺物の トレース・

版組等の各作業を行い、本報告書を刊行 した。

なお、発掘作業については、以下に作業日誌 (抜粋)を掲載する。

平成16年 4月 14日 (水)重 機による表土剥ぎ

4月 15日 (木)測 量作業、発掘器材搬入

4月 16日 (金)古 墳周辺の遺構検出

4月 19日 (月 )墳 丘部分にトレンチ設定、周溝検出、石室石材とみられる石の検出

4月 20日 (火)ト レンチ掘り下げ、石室石材周囲の掘り下げ、東側調査区遺構検出

4月 21日 (水)石 室石材周囲の掘り下げ、周溝掘り下げ、東側調査区掘り下げ

4月 22日 (木)周 溝掘り下げ、東側調査区掘り下げ
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4月 23日 (金)周 溝掘り下げ、墳丘上の遺構検出、石室石材周囲の掘り下げ

4月 26日 (月 )周 溝掘り下げ、葺石確認、古墳平面実測、竪穴住居址検出、土坑掘り下げ、

権現堂 1号古墳周溝掘り下げ

4月 27日 (火)雨 のため作業中止

4月 28日 (水)周 溝掘り下げ・断面実測写真、葺石平面実測、SB01掘 り下げ、権現堂 1号

古墳周溝断面実測、東側調査区遺構掘り下げ

4月 29日 (木)現 地見学会

4月 30日 (金)周 溝断面写真 0実測、葺石平面・側面実測、SB01掘 り下げ、権現堂 1号古

墳周溝断面写真・実測、東側調査区掘り下げ

5月 6日 (木)周 溝断面・葺石実測、SB01掘 り下げ、権現堂 1号古墳周溝平面実測、土坑

掘り下げ、基本層序実測

5月 7日 (金)土 坑掘り下げ、SB01掘 り下げ

5月 10日 (月 )雨 のため作業中止

5月 11日 (火)周 溝掘り下げ、葺石実測、古墳全景写真、SB01。 SK01・ SK02掘 り下げ

5月 12日 (水)葺 石実測、SB01掘 り下げ、SK01～06掘 り下げ 。写真 0平面実測

5月 13日 (木)SB01掘 り下げ・写真・実測、SK実測

5月 14日 (金)SB01掘 り下げ・写真・実測、遺跡全景写真、発掘器材搬出

2.調査組織

(1)調査団
調査主体者  飯田市教育委員会 教育長 冨田 泰啓 (～平成17年 3月 )

伊澤 宏爾 (平成17年 3月 ～)

調査担当者  澁谷恵美子

調 査 員  馬場 保之  下平 博行  坂井 勇雄  佐々木嘉和

作 業 員  金井 照子  北原  裕  小島 康夫  小平まなみ  斯波 幸枝

瀬古 郁保  竹本 常子  橘 千賀子  林  伸好  福沢 育子

牧ノ内昭吉  松井 明治  松下 省三  松本 恭子  森藤美知子

柳沢 謙二

(2)事 務局

飯田市教育委員会

尾曽 幹夫 (教育次長 ～平成16年度)

中井 洋一 (教育次長 平成17年度～)

小林 正春 (生涯学習課長)

吉川  豊 (生涯学習課 文化財保護係長 ～平成16年度)

馬場 保之 (  同   文化財保護係  ～平成16年度、文化財保護係長 平成17年度～)
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澁谷恵美子

下平 博行

坂井 勇雄

羽生 俊郎

佐々木行博

宮澤 貴子

同

同

同

同

同

同

平成17年度～)

～平成16年度)

平成17年度～)

遺跡遠景 (東より)

発掘作業風景
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第 1図 駄科権現堂遺跡位置図
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第Ⅱ章 遺跡の環境

自然環境 (第 1図 )

飯田市は長野県の南部を並走する木曽山脈 (中央アルプス)と 、赤石山脈 (南アルプス)の前山であ

る伊那山脈に挟まれた飯田盆地と伊那山脈と赤石山脈とに挟まれた遠山谷とで構成され、伊那谷南半の

主要部に位置している。伊那谷の中央には天竜川が南流 し、国内でも有数の段丘地形を形成 している。

伊那谷は南北に約100kmと 長く、北は諏訪地方・塩尻地方に接する。また南は天竜川伝いに遠州地方に、

西は木曽山脈を隔てて美濃に、南西は奥三河高原を経て三河地方にそれぞれ通 じており、飯田市は長野

県の南の玄関口といえる場所にある。

伊那谷の基盤地質は領家帯に属す花商岩 0片麻岩である。一方伊那谷の東、遠山谷には中央構造線が

走っており、三波帯・戸台構造帯 0秩父帯・ 四万十帯が赤石山脈を構成 している。この秩父帯 0四万十

帯から産する硬砂岩・緑色岩・ チャート等の堆積岩は、三峰川 0小渋川を伝って天竜川河床に分布 し、

旧石器時代以来、石器の材料として長 く利用されている。

伊那谷の形成は、約250万年前に天竜川が流れ始めたことから始まる。伊那谷特有の段丘地形は赤石 。

木曽両山脈が隆起するに伴い、沖積地との間に形成された逆断層によるものである。この段丘は下伊那

の地質図 (1976)に よると、高位面、高位段丘・古期扇状地、中位段丘・中期扇状地、低位段丘 I・ 新

期扇状地、低位段丘Ⅱの 5つ に大きく編年されている。

気候からみると、飯田市の年間平均気温は12℃を超え、 2月 の平均気温は1.4℃、 8月 の平均気温は

24。 4℃ と寒暖の差が激しく、内陸性の気候を示す。一方降水量からみれば年間約1600mm、 梅雨と台風シー

ズンにピークを迎え、冬には少なく太平洋岸式気候に属するといえる。

こうした地理的・気候的条件により、飯田下伊那地方には暖地性から亜高山性まで多種多様な動植物

がみられる。植物の水平分布からみると暖地性と温帯性の接点にあたり、特に照葉樹林が存在すること

は県下の他地域と大きく異なっている。

駄科権現堂遺跡・安宅 3号古墳が所在する竜丘地区は飯田市街地から南に約 4～ 7 kmの距離にあり、

市全域からみればやや南に位置している。標高では380～560mの間になる。東は天竜川を挟み下久堅・

龍江地区に、南は久米川を挟み川路地区に、西は中位段丘から伊賀良地区に、北は毛賀沢川を挟み鼎・

松尾地区にそれぞれ接 している。天竜川は松尾地区までは広大な氾濫原を形成 しているが、竜丘地区駄

科から狭くなり、時又付近から再び氾濫原を形成 しながら川路地区に至る。地区中央やや西寄りには、

南北 (松尾から川路へ)に走る断層により、比高差約30～ 50mの 段丘崖があり、これを境に俗に「上段」

と「下段」と呼ばれている。地区内はおよそ 5面の段丘から構成される複雑な地形を呈するが、各段丘

は毛賀沢川・新川・西沢川・駒沢川・臼井川・久米川といった天竜川の支流に開析され、より複雑な小

地形を形成 している。竜丘地区の中心は下段に位置するが、天竜川狭窄部で氾濫原がないため、高燥 し

た台地が多い。
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駄科権現堂遺跡は標高約430mの低位段丘上に位置するが、南北を天竜川の支流により切られるため、

東西に長い平坦面となっている。遺跡の南側を流れる新川はこの平坦面を深く開析しており、遺跡は新

川に面した縁辺部にあたる。

2。 歴史的環境 (第 2図 )

竜丘地区においては、旧石器時代の遺跡は今のところ確認されていない。遺跡として確認できるのは

縄文時代前期になってからである。

縄文時代草創期については土器片が開善寺境内遺跡で出土 している。前期では上の坊遺跡で断片的な

がら後葉の土坑や土器・石器が確認されており、天竜川氾濫原から20m程の高所での人々の活動が知ら

れる。中期には城陸遺跡・駄科権現堂 (旧宮城)遺跡 0前の原遺跡 。安宅遺跡・駄科北平遺跡で集落址

などが調査されている。城陸遺跡・駄科権現堂 (旧宮城)遺跡は、飯田下伊那地方では数少ない格沢式

期～藤内Ⅱ式期を主体とする集落である。在地の土器に加え、中部高地 。関東系 。東海系 。北陸系 。関

西系の土器が出土 しており、当地の地理的条件を物語る。中期後葉では駄科北平遺跡 。前の原遺跡で集

落址が確認されており、前の原遺跡 1号住居址出土土器は東海系が多い。後期初頭の駄科権現堂 (旧宮

城)遺跡の土坑出土土器もやはり東海系のものである。続く縄文時代後 。晩期にかけての資料はほとん

どない。

弥生時代においては、飯田下伊那地方では、その複雑な地形により大規模な水稲耕作にはあまり適さ

ないこともあり、前 0中期段階の生活痕跡は少なく、小池遺跡で条痕文土器が出土している程度である。

遺跡数が増加するのは後期になってからであり、段丘上の高燥地にも集落が形成される。遺跡としては

安宅遺跡・開善寺境内遺跡・小池遺跡・ ガンドウ洞遺跡 0大島遺跡等が挙げられる。墓制としては、後

期に方形周溝墓が造られるほか、蒜田遺跡で貼石を持つ周溝墓が調査されており、また同遺跡には方墳

の蒜田古墳がある。こうした墳墓形態は古墳時代にも継続することが近年の調査でわかってきている。

古墳時代においては、前期の集落の様相に大きな変化は見られない。中 。後期の集落としては、前の

原遺跡、安宅遺跡、ガンドウ洞遺跡などわずかな調査例のみであるが、古墳築造の背景として、相当規

模の集落が複数あったと考えられる。古墳については、市内でも前方後円墳を中心としてその数は多く、

前方後円墳 9基、帆立貝形古墳 3基を含む総数は、消減も含めて140基余を数える。当地方の中期古墳

築造は、当時の政治 0経済にとって重要であった馬匹生産にかかわるものであることが近年の発掘調査

で明らかとなっているが、竜丘地区の古墳はその中でも中核的役割を担っていたことが想定される。こ

の状況は、後期に至っても塚越 1号古墳・御猿堂古墳 (県史跡)・ 馬背塚古墳 (県史跡)に みられるよ

うな横穴式石室を有する前方後円墳の存在からも伺える。横穴式石室の多くは古 くより開口し、出土品

が不明である中で御猿堂古墳は画文帯四仏四獣鏡 (重要文化財)の 出土が知られており特筆される。

続く白鳳期には上川路廃寺跡の存在が古瓦出土から推察されている。また、奈良時代から平安時代に

かけてのものとしては、古瓦 0瓦塔破片を出土 した前林廃寺跡、さらに上の坊遺跡で古瓦、宮洞古窯址

群から博仏が出土 しており、古墳築造に替わって、新たな権力の象徴として複数の寺院建立がなされた

ことが想定されるが、これまでに寺院の調査事例はなく、詳細は不明である。

集落遺跡としては、安宅遺跡や前の原遺跡で、これまでに奈良・平安時代の集落址の一画が調査され

-6-
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1.塚越 1号古墳  2.権 現堂 1号古墳  3.権 現堂 2号古墳 4.神 送塚古墳  5.丸 山古墳 6.大 塚古墳
7.兼清塚古墳 8.蒜 田古墳 9.塚 原二子塚古墳 10.内 山塚古墳 11.塚原 3号古墳 12.鏡塚古墳 13.鎧塚古墳
14.塚原11号古墳 15.黄金塚古墳 16.金 山二子塚古墳 17.久保田 1号古墳 18.駄科北平遺跡 19.安宅遺跡
20.城陸遺跡 21.久保尻遺跡 22.内 山遺跡 23.前 の原遺跡 24.宮下原遺跡 25。 前林遺跡・前林廃寺
26.宮洞古窯址群 27.小池遺跡 28.塚原遺跡 29.蒜 田遺跡 30.ガ ンドウ洞遺跡

第 2図 周辺の遺跡
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ている。前の原遺跡の場合、時期 0性格の把握が困難であったが、 9× 2間の身舎に 3面に庇を持つ総

柱建物址と、これに接 して 2列 に並んだ柱列址が検出されている。安宅遺跡では、 3列に並ぶ 4× 1間、

3× 1間の掘立柱建物址群や道路とみられる遺構が存在する。

また、良質な粘土と湧水に恵まれた段丘を開析する天竜川の支流に面 した地域のなかには、斜面を利

用して窯業生産が行われている。竜丘では駒沢川沿いには宮洞 。河内ケ洞といった須恵器生産の窯址群

があり、前林遺跡のある段丘南側斜面には堤洞瓦窯址がある。

平安時代の末期～鎌倉時代には、古文書に伊賀良庄の地頭北条江馬氏によって現開善寺の前身開禅寺

が開かれている。幾度もの盛衰を繰り返 し現在にいたっているが、室町時代に建てられた山門は重要文

化財に指定されている。

南北朝時代には、駄科の北方で伊賀良地区に近い段丘先端に小笠原氏によって鈴岡城が築城される。

毛賀沢川を挟んだ対岸の松尾城とともに小笠原一族の居城であったが、同族の争いにより最終的には深

志 (松本)ノJヽ笠原から鈴岡城主が入ったが武田信玄の侵攻で落城し、鈴岡城は廃城となった。武田一族

も織田信長に敗れたが、信長も倒れ豊 0徳時代に入ると、豊臣系の毛利秀頼が飯田城に入り、伊那全部

を領有 した。

江戸時代初期には、時又港が天竜川の水運を利用した飯田藩の江戸御廻米の舟出港として栄えており、

その他煙草、柿等が青谷 (静岡県磐田郡竜山村)な どに向け送り出されていた。明治以降、鉄道が開通

したことや道路改修が進んで運送馬車が登場して通船は縮小され、竜東や南部山地への物資の運搬等を

中心に繁盛 したが、明治40年代以降、橋梁が次々と掛けられたり鉄道が延長されたりして、徐々に衰退

していった。

このように飯田下伊那地方は原始より東西の文化の交点として、古代には東国への玄関日として、近

世以降は江戸および遠州への道として栄えた土地柄であり、その中でも竜丘地区は、古代から近代にい

たるまで飯田下伊那地方の中心地の一つであったといえる。

駄科権現堂遺跡では、かつて宮城遺跡という名称で発掘調査がなされ、縄文時代中期中葉 。後期初頭

の遺構・遺物が確認されているほか、古墳時代においては、遺跡内に全長約60mの前方後円墳である権

現堂 1号古墳があり、その東側には権現堂 2号古墳・井ゾエ 102号古墳 。ツカノコシ古墳 。神送塚古

墳といった円墳が存在する。権現堂 1号古墳は「下伊那史」第二巻の記載により埋葬施設等についての

記録がなく、詳細が不明であるが、その他の古墳については周溝等の調査がなされており、 5世紀代の

円墳群と考えられる。

また、隣接する安宅遺跡では、弥生時代から奈良・平安時代にいたる集落址等が確認されている。

このように、この一帯は長期にわたる集落域ないし墓域として、奈良 。平安時代においては官衛的役割

も含めて重要な地域であったと考えられる。
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第Ⅲ章 調 査 結 果

基本層序
1 10Y R 5/1
■ 10Y R 2/1
Ⅲ 10Y R 3/3
Ⅳ 10Y R 4/3
V 10Y R 5/6
Ⅵ 地山 (10Y R

1。 遺跡の状況

今回の調査で確認できたのは、縄文時代中期

の竪穴住居址 1軒と土坑および新発見の古墳 1

基 (安宅 3号古墳)と権現堂 1号古墳の周溝と

考えられる溝 1条である。

基本層序 (第 4図)

基本層序は、調査区の北東側 (A― A´ )に

設定した。堆積状況としては、地表から30～ 40

cmの耕土 (I層)以下、地表から50cm下が遺構

確認面となる地山 (Ⅵ層)に至る。断面からみ

るとⅣ層上面で遺構の掘り込みが確認できると

みられるが、Ⅳ層と覆土との色調が区別 し難い

ため、最終的にはⅥ層上面での検出となった。

駄科権現遺跡調査区全体図 (左)および基本層序 (下)

Also.oo A
pt/kLt

用地外

χ

褐灰色土 SCL しまりなし 粘性なし
黒色土 SCL しまりあり 粘性なし
暗褐色土  SiCL しまりあり 粘性ややあり 遺構の可能性
にぶい黄褐色土 SiCL しまりあり 粘性あり 遺物包含層
黄褐色土 SiCL しまりあり 粘性あり 遺物包含層
6/8 明黄褐色土  SiCL)

0         2m

安宅 3号 古墳

権現堂 1号古墳外側周溝
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調査区 西側

調査区 東側
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.遺構と遺物

(1)縄文時代
(1)竪穴住居址 (S Bol)(第 5～ 7図 )

〔遺 構〕

グリット番 )」 D P34を中′亡ヽに、安宅 3)ナ 占墳の墳丘部分を調査した際に確認したもので、 一部後 |ltの

耕作等による撹乱のため壊されている。 lFi径 55～ 60mの墜穴住居カトで円形を呈する。遺構検出 1白 iか ら

の深さは50cm程度で、壁面は垂|ド1に 、たち llがる。

ウiカトは本力[の北寄りにある。灼illlの 中央には堅く締まった焼 11があり、その周レHが ドーナツ状にやや

γIん でいることから、このアIん だ部分が力iイ fの抜き取り痕とみられ、本来はイfレH炉であったと考えられ

る。規模は1.3× 15mで ある。ウilllの 位置から本九卜の |:軸方向はN40° Wに なる。 ii柱穴は 6本 あり、

床1白iか らの深さは30～ 40cm程度である。 |;Ч溝は壁 1角 i直 ドをほぼ令周し、床面からの深さは 6～ H cm伴度

である。力i址に対I有 iす る南側は人[]に なると考えられるが、ここには鷺I｀ 14な「1然 イiが置かれており、人

||に伴う何らかの施設の I」能性が考えられる。石の ドには浅い掘り込みがあるが、土器等の埋納はない。

覆 11は レンズ状の堆横となる。 2層からは遺物が多く出 llし 、その下の 3層からの出土もある。遺物

は比較的 llLl供1に 集中している。出 tl状況からいずれも本lll廃絶後のものと考えられる。1里甕を伴わない

ことから、本均[に確実に伴う遺物はない。

S B01

η
．・

嚢

一
（
一
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Al zg.zo

しまりあり 粘性なし
しまりあり 粘性あり 遺物・ 礫多く含む
iCL しまりあり 粘性あり 遺構やや多く
しまりあり 粘性あり
しまりあり 粘性なし

A429.10

10Y R 3/4 暗褐色上 LiC しまり強い 粘性強い 礫含む
10Y R 4/4 褐色土 LiC しまり強い 粘性強い 炭化物・礫多く含む
10Y R 4/6 掲色土 HC しまり強い 粘性強い

0         1m

バ

10Y R

10Y R

10Y R

10Y R

10Y R

/4 晴掲色 I SiCL
/2 黒褐色上 SiCL
/3 にぶい黄褐色 t S
′
/4  
褐色Ji SiCL

/′ 6 褐色 1l SiCI´

含む

B42970

第 5図 S B01(全体・炉址)

入回の石敷

―-13-
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〔遺 物〕

石器は、1～ 11は打製石斧で 1～ 7は硬砂岩製、

も硬砂岩製。16は ノミ形磨製石斧で輝緑凝灰岩製。

~  7

8～ 11は緑色片岩製。12～ 15は横刃型石器でいずれ

17018は 打製石鏃で黒曜石製。

-/--\. G8\\/9 10

lA () #\\I /' ./'':\ll W JVWV %/
13G14 5

@CI A0
orz+18

o t7"18 
Scm

#

・
　
　
ハ
〔
同
Ｈ
＝
――
＝
Ｗ
Ｖ
　
　
ｌ５

第 6図  S B01出土石器

→
―

◆ ◆

⇔
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S B01出土石器
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土器はいずれも住居址覆土から出土したものである。 S B01に は埋甕がなく、床面上から出土したも

のもないことから、土器は住居址使用時のものではなく、住居址廃絶後の廃棄によるものと考えられる。

土器の出土量は多いものの土器全体を復元できるものは少なく、主要なものを図化 した。いずれも縄

文時代中期後葉後半のものであり、住居址の年代もその時期を下るものではない。

1・ 2は深鉢で、比較的全体の形がわかるものである。

1は 2/3が 残存する。日縁部はやや外反し無文であるが、頸部には横方向の沈線が 1条施される。

その下の∩形の沈線区画文内には 1条の結節縄文が充填される。加曾利 EⅣ式系土器に比定されるが、

当地方では比較的出土数が少ないものである。

2は □縁部と底部を欠き、胴部の 2/3が残存する。胴部の文様は上下三段の沈線による縦長楕円形

区画文内に縄文が充填される。

3～ 11は、破片資料である。いずれもキャリパー形の深鉢である。

304は 口縁部が波状を呈 し、沈線による渦巻つなぎ弧文が施され、区画内には縄文が充填される。

頸部は半月状刺突文、胴部は沈線区画文内に縄文が充填される。

507は 口縁部の楕円形の沈線区画文内に縄文が充填され、頸部には半月状刺突文、胴部の沈線区画

文内にも縄文が充填される。

6は 回縁部の楕円形の沈線区画文内に結節縄文が充填され、頸部には半月状刺突文、胴部の沈線区画

文内にも結節縄文が充填される。

9～ 11は頸部から胴部にかけての破片である。いずれも頸部に半月状刺突文が施され、胴部の沈線区

画文内に 9は結節縄文、10・ 11は縄文を充填する。

S B01出土土器
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S B01出土土器

同 上

―-17-



6

卜鮨 、

0                10 cm

9

第 7図  S B01出土土器
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② 土坑 (S K01～ 06)(第 809図 )

6基の土坑は調査区東側にあり、出土遺物はわずかであるがいずれも縄文時代のものとみられる。集

落の中心は、今回調査をした 1号住居址 (S B01)よ りもさらに東側になると想定される。

土坑 1(S K01)は グリット番号D K39を中心に検出した。規模は90× 86cm、 深さ24cmで底部が平坦

で円形を呈する。土坑底部には扁平な自然石が配されている。出土遺物は縄文土器の破片がわずかにあ

る。結節縄文が施された深鉢の一部であり、中期後葉とみられる。

土坑 2(S K02)は グリット番号D K39を中心に検出した。規模は94× 93cm、 深さ35cmで円形を呈す

る。土坑の底部よりやや浮いているが、 3つの扁平な自然石が配されている。出土遺物は縄文土器の小

破片と硬砂岩製の横刃型石器 1点である。土器には沈線による区画内に縄文が施された深鉢等があり、

中期後葉とみられる。

土坑 3(S K03)は グリット番号D K40を中心に検出した。規模は88× 62cm、 深さ26cmで底部は船底

形で楕円形を呈する。出土遺物は器台の一部とみられ、楕円形のスカシがある。高森町増野新切遺跡D

27号住居址出土例に類似しており、縄文時代中期後葉とみられる。

土坑 4(S K04)は グリット番号D L39を中心に検出した。規模は71× 70cm、 深さ45cmで円形を呈す

る。出土遺物は縄文土器の破片が 1点である。

土坑 5(S K05)は グリット番号D」 37を中心に検出した。規模は78× 54cm、 深さ24cmでややひょう

たん型を呈する。土坑内には扁平な自然石が 2つ立てた状態で配されている。遺物の出土はない。

土坑 6(S K06)は グリット番号D L37を中心に検出した。規模は60× 54cm、 深さ29cmで楕円形を呈

する。床面からはやや浮いた状態ではあるが、扁平な自然石が配されている。遺物の出土はない。

10Y R 3/4 暗褐色土  SiCL
10Y R 3/3 暗褐色止  SiCL
10Y R 3/2 黒褐色土 SiCL

SK01

しまりあり 粘性あり
しまりあり 粘性あり
しまりあり 粘性あり SK03

429。 40

429.30

SK05

S K01～ S K06
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S K01 S K01

S K02～ S K04 S K02～ S K04

S K05 S K05

S K06 S K06
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(2)古 墳時代
① 安宅 3号古墳 (第 10図 )

〔遺 構〕

今回の調査によって新たに確認した古墳である。「下伊那史」第二巻に記載がないことから、安宅 3

号古墳と名付けた。周溝と葺石の一部を検出し、確認できた周溝は幅 3～ 4m程度、長さは南北方向に

9m程度である。墳丘全体の 1/6程度であるため、墳形・規模の推定は難しいが、残存する葺石から

墳丘部分の直径は15m程度、周溝を含めると20m以上の円墳になると考えられる。

葺石は試掘の際に一部取り外してしまったが、本来は全周するものとみられる。墳丘上部が削平され

ているため、 3段程度を確認した。石は20～ 40cm程度のものが基本的に使われており、隙間に握り拳大

の石が充填されている。根石に比較的大きい石を用いている部分もある。基本的には小口積みであるが、

積み方に規則性はみられない。残存部分の葺石は地山に葺かれている。

埋葬施設は墳丘とともに削平されていたが、墳丘部分に3つの大型の石が残存していた。いずれも穴

を掘って埋めた状態であり、本来の位置を留めているものではないが、石の大きさや周囲に同様の大型

の石がないことから、破壊された横穴式石室の用材と考えられる。石は長軸1.4m、 短軸0.5～ 1.Om程度

の自然石でいずれも変輝緑岩とみられる。変輝緑岩は天竜川沿いで確認されるが、本古墳に最も近いと

ころで直線距離にすると l km強程度である。

周溝覆土の断面観察からは、周溝の外側で旧表土の残存 (C― C´ 17層)が確認できるが、墳丘部分

では旧表土および墳丘盛土は確認できず、現在の耕土下が古墳の確認面である地山となることから、墳

丘盛土は完全に削平され、削平は地山まで及んでいるといえる。埋葬施設の掘り方 (基底部)が確認で

きないのもそのためといえる。

以上のように、削平により墳丘の構築方法は確認できないが、周溝は地山を掘削している。石室は位

置を特定できないが、用材を確認した周溝内中央部と推測される。おそらく住居址の上に構築されてい

たものであろう。

「下伊那史」第二巻に本古墳の記載がなく、伝承もないことから、削平は一機になされ、その時代も

かなり早い頃と考えられる。

〔遺 物〕
葺石の間からは須恵器 (大甕)が出土しているが、小破片のため、時期を特定できない。また、墳丘

上から須恵器 (甕 0不)0土師器 (不)が出土しているが、いずれも小破片で図化できるものはなく、
確実に本古墳に伴うかは不明であり、時期決定の要因には乏しい。

横穴式石室が埋葬施設であるとすれば、当地方の古墳の様相及び隣接する安宅 2号古墳との関係から

6世紀以降の古墳と考えられる。

-22-



ｓ
ｅ
却
埋

　
ｓ
ｅ
ｓ
悩
Ｄ
　
口
ｏ

一

ｓ
ｅ
却
翼
　
ｓ
埒
゛
悩
Ｄ
　

口
０

【
∽
　
引
Ｊ
駆
枢

ｓ
埒
螂
契
　
ｓ
埒
ｓ
悩
Ｄ
　

●
０

】
∽
　
引
Ｊ
駆
枢
３
“
二

ｓ
ｅ
綱
契
　
ｓ
ｅ
ｓ
悩
Ｄ
　

口
ｏ

】
∽
　
引
Ｊ
畷

ｓ
埒
綱
翼
　
ｓ
■
ｓ
悩
Ｄ
　

口
０

一
∽
　
＝
Ｊ
寧
枢
罫

∽
　

（
わ
伽
引
Ｊ
駆
畔

　
∞
＼

Ｎ
　

α
”
８
）
引
Ｊ
駆
枢
罫

ｓ
埒
郷
契
　
ｓ
■
ｓ
悩
⊃
　

口
０

】
∽
　
＝
Ｊ
駆
旺

ｓ
埒
螂
妻
　
ｓ
■
ｓ
悩
Ｄ
　

日
０

】
∽
　
＝
Ｊ
寧
枢
К

ｓ
捻
細
響
　
ｓ
捻
ｓ
“
⊃
　

口
０

一
∽
　
引
Ｊ
駆
旺

ｓ
受
翠
響
　
ｓ
■
ｓ
悩
⊃
　

口
０

一
∽
　
引
Ｊ
駆
畔

ｓ
゛
却
埋
　
ｓ
ｅ
ｓ
悩
Ｄ
　

口
ｏ

】
∽
　
引
Ｊ
駆
雲

ｓ
で
調
妻
　
ｓ
■
ｓ
悩
Ｄ
　

口
０

一
∽
　
＝
Ｊ
駆
畔

ｓ
捻
０
●
却
響
　
ｓ
Ｓ
ｓ
悩
Ｄ
　

口
ｏ

一
∽
　
調
Ｊ
駆
型

Ｄ
響
剥
契
　
ｓ
埒
ｓ
悩
０
　

口
０

一
∽
　
＝
Ｊ
駆
畔

Ｄ
響
調
契
　
ｓ
捻
ｓ
悩
Ｄ
　

口
０

】
∽
　
引
Ｊ
駆
畔

Ｄ
゛
螂
聟
　
ｓ
■
ｓ
悩
Ｄ
　

口
０

】
∽
　
引
Ｊ
駆
雲

ヨ
製

０
＼

い
　

α
ン
９

∞
＼

マ
　

α
ン
２

月
＼

Ｎ
　

α
こ

Ｈ

Ｏ
＼

０
　

∝
ン
８

一
＼

Φ
　

∝
ン
８

∞
＼

Ｎ
　
α
ン
２

一
＼

）

α
ン
８

Ｎ
＼

一
　

α
ン
８

】
＼

∞
　

∝
＞
８

一
＼

∞
　

∝
＞
８

Ｎ
＼

∞
　
∝
´
８

∞
＼

∞
　

∝
ン
８

Ｎ
＼

Ｎ

∝
遼

．ト

Ｎ
＼

∞

α
＞
ｒ

一
＼

∞

“
＞
β
＝
継
引
紫

HN∞ ,い Φ‐∞‐2=営 曽
=28=曽

ｓ
ｅ
翠
契
　
ｓ
総
ｓ
悩
Ｄ
　

口
０

】
∽
　
調
Ｊ
駆
枢
罫
　
い
＼

Ｏ
　

α
ン
８

ｓ
埒
細
埋
　
ｓ
捻
ｓ
悩
⊃
　

口
０

】
∽
　

（わ
伽
＝
Ｊ
駆
紅
罫
　
い
＼

∞
　

∝
ン
２
）
調
Ｊ
駆
旺
　
「
＼

∞
　

α
＞
８

ｓ
埒
０
●
却
契
　
ｓ
受
ｓ
悩
⊃
　

口
ｏ

一
∽
　
引
Ｊ
駆
紅
３
“
里
　

∞
＼

，
　

α
ン
２

ｓ
埒
却
契
　
ｓ
ｅ
ｓ
悩
Ｄ
　

口
ｏ

一
∽
　
引
Ｊ
区
卑
　
【
＼

，
　

α
ン
２

ｓ
埒
螂
禦
　
ｓ
埒
ｓ
悩
Ｄ
　

●
０

一
∽
　
引
Ｊ
駆
厳
　
Ｎ
＼

Ｎ
　

α
ン
９

一
埒
午
●
遡
妻
　
ｓ
埒
ｓ
悩
Ｄ
　

口
ｏ

】
∽
　
鋼
Ｊ
軍
罫
　
∞
＼

崎
　

α
＞
８

ｓ
捻
，
，
翠
饗
　
ｓ
で
ｓ
悩
Ｄ
　

コ
ｏ

“
∽
　
調
Ｊ
駆
　
∞
＼

，
　

α
ン
２

ｓ
埒
０
■
却
契
　
一
ｅ
ｓ
悩
Ｄ
　

●
ｏ

¨
∽
　
引
Ｊ
駆
　
一
＼

，
　

α
ン
８

ｓ
ｅ
翠
聟
　
ｓ
ｅ
ｓ
悩
Ｄ
　

●
ｏ

一
∽
　
引
Ｊ
厳
　

】
＼

Ｎ
　

α
ン
２

ｓ
ｅ
，
，
綱
聟
　
ｓ
埒
ｓ
悩
Ｄ
　

口
ｏ

】
∽
　

（０
伽
引
Ｊ
駆
３
“
里
　

一
＼

い
　

α
ン
８
）
引
Ｊ
稟
雪
　
∞
＼

∞
　

α
ン
９

ｓ
ｅ
謳
契
　
ｓ
受
ｓ
悩
Ｄ
　

口
０

一
∽
　
引
Ｊ
聟
畔
　
】
＼

∞
　

∝
ン
９

ｓ
゛
却
禦
　
ｓ
槍
ｓ
悩
０
　

日
０

一
∽
　
調
Ｊ
駆
留
　
∞
＼

∞
　

α
ン
２

ｓ
埒
却
妻
　
ｓ
■
ｓ
悩
０
　

コ
０

一
∽
　
調
Ｊ
車
厳
　
゛
＼

∞
　

α
ン
８

Ｄ
や
螂
響
　
ｓ
ｅ
ｓ
悩
Ｄ
　

ａ
ｏ

一
∽
　
引
Ｊ
駆
　
∞
＼

，
　

α
＞
８

ｓ
ヾ
０
牛
翠
禦
　
ｓ
■
ｓ
悩
Ｄ
　

ａ
ｏ

一
∽
　
調
Ｊ
聟
К
　
∞
＼

，
　

α
ン
８

ミ ヘ

ミ

　

ｍヽ

づ
一

〇
∞

．Ｏ
Ｎ

ヾ

ｍ

く
|

（３

び
Ｎ
守
０

〇
∞
．Ｏ
Ｎ
ヾ
メ
ヽ

「
Ｈ
＝
＝
＝
＝
Ｈ
Ｈ
日
日
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｊ

日
［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

ン
第10図 安宅 3号古墳平面図・葺石側面図・周溝断面図

∞ ‐ 2=営 曽
=2

-23024-



〆 ■

‐・   i111 ■

|「響専II

安宅 3号古墳 (東より)

こ豫 ■ ~・

:イ |,

L

轟 蒻 t

メ

メ

．
一

〓
■
一卜
ヽ
、
」
Ｌ
■
「
●

一
や
ヽ

安宅 3号古墳 (北より)



安宅 3号古墳
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② 権現堂1号古墳 (第 11図 )

本古墳は今回調査地点の東側に隣接する前方後円墳である。発掘調査がなされていないことから、そ

の規模や時期については明確ではないが、現状で全長60mに なる。古墳の東側では農地の区LnIか ら周溝

範囲の推定が可能な部分もあるが、調査地点のある西側はその面影を留めない。

今回調査地点の東端で溝を確認した。調査区の幅が1.5m程度と狭く、ごく一部の調査であるが、 占

墳の主軸方向に平行してのびる溝と考えられる。溝の幅は、遺構検出面 (地山)で の確認では65m程

度であるが、断面観察ではA― A´ 7～ 10層までを覆土と捉えた場合は8.5m程度になる。周溝内からの

遺物の出土がないが、権現堂 1号古墳との位置関係から本古墳に関わる溝の可能性が高 く、本吉墳およ

びその周溝のさらに外側を区画する溝といった性格が考えられるが、現時点では確定はできない。今後

の周辺部での調査には注意を要するところである。

権現堂 1号古墳周溝 (西より)
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〆

A

A430.00

権現堂 1号古墳

バ

バ

6

7

8

9

10

11

12

耕土

10Y R 7/1
10Y R 6/8
10Y R 3/2
10Y R 3/1
10Y R 2/2
10Y R 2/1
10Y R 4/6
10Y R 5/8
10Y R 4/6
10Y R 2/2
地山

灰自色土 S しまりややあり 粘性なし
明黄褐色土 CL しまりあり 粘性あり
黒褐色土 (10Y R 5′  6 黄褐色土を含む) CL しまりあり 粘性ややあり 鉄分の沈殿
黒褐色土  SCL しまりなし 粘性あり
黒褐色土  SCL しまりややあり 粘性あり
黒色土  CL しまりあり 粘性あり 周溝覆土
褐色土 (10Y R 2. 1 黒色土含む) CL しまりあり 粘性あり 周溝覆土
黄褐色土 CL しまりあり 粘性あり 周溝覆土
褐色土  CL しまりあり 粘性あり 周溝覆土
黒褐色土 (10Y R 5 8 黄褐色土含む) CL しまりあり 粘性あり

断面図
(北より)

同 上
(南東より)

∬ヾ
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第11図 権現堂 1号古墳西側調査区



(3)そ の他の遺構・遺物

① 周辺ピット (第 12図 )

安宅 3号古墳の東側で複数の小ピットを検出した。いずれも出土遺物がなく、時期・性格は不明であ

る。

第12図 周辺ピット図

安宅 3号古墳周溝

椰

ο
Ｏ

命
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② 遺構外出土遺物 (第 13図 )
調査区全体で縄文土器の破片が出土しているが、いずれも小破片である。

石器はS B01周辺で出土している。縄文時代から弥生時代までのものとみられる。

1・ 2は打製石斧でいずれも硬砂岩製。 3は有肩扇状形石器で硬砂岩製。 4は敲打器で粘板岩製。 5

は石錘で粘板岩製。 6は磨製石斧で緑色片岩製。 7は表面の敲打により形を整え、磨製石斧状に刃を作

り出している。硬砂岩製。 8は磨製石斧で輝緑凝灰岩製。

ハ

＝

＝

‐―

＝

Ｖ

Ｏ

ｏ

０

４

2

Ａ
＝
Ｈ
‐――
‐ＩＩ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ソ
・・・
６〇

5

0                      10 cm
第13図 遺構外出土石器
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第Ⅳ章.ま と

駄科権現堂遺跡での発掘調査は、昭和48年に宮城遺跡として行われ、縄文時代中期中葉の 3軒の竪穴

住居址とツカノコシ古墳・井ゾエ 1・ 2号古墳の 3基の円墳が調査されている。また、駄科権現堂遺跡

とは西側で隣接する安宅遺跡においては、縄文時代から奈良 。平安時代の住居址および円墳が確認され

ている。安宅遺跡での縄文時代中期後葉の住居址や円墳の存在と、今回の調査で確認された駄科権現堂

遺跡でのあり方とを比較すると、特に縄文時代の集落域 0古墳時代の墓域としては一連のものとして捉

えることが可能といえる。

現時点で確認できる状況を概観すると、縄文時代中期中葉には駄科権現堂遺跡の東側 (旧宮城遺跡)

に中心があり、後葉に至ると駄科権現堂遺跡の西側から安宅遺跡にかけての一帯に集落が形成される。

弥生時代から古墳時代にかけては、安宅遺跡が集落域となり、駄科権現堂遺跡は墓域として位置づけら

れるといった傾向が想定される。

ここでは、今回の調査で確認された縄文時代中期後葉と古墳時代の様相について概観 し、まとめとし

たい。

1。 縄 文 時代 の 集 落 につ い て

今回の調査で確認できたのは縄文時代の竪穴住居址 (S B01)1軒のみであるが、調査区の東側では

土坑 6基が確認され、出土遺物から竪穴住居址とほぼ同時期であるとみられる。

竪穴住居址は埋甕をもたないもので、覆土から出土 した土器からも縄文時代中期後葉後半の時期が考

えられる。土坑については、出土遺物が少ないがSB01と ほぼ同時期のものとみられる。土坑の性格に

ついては、今回の調査では明確にできなかった。駄科権現堂遺跡のある段丘よリー段下に位置する城陸

遺跡は縄文時代中期中葉の集落遺跡であるが、この遺跡の土坑と比較すると、 lm以下の円形ないし楕

円形の形態であり、石が配されているという点で共通点がみられる。城陸遺跡では土坑のいくつかを墓

の可能性があるとしているが、土坑内の土器に意図的な破砕によるものと考えられるものがあるなど、

駄科権現堂遺跡でのあり方とは異なるものもあり、一概には比較できない。 しかし、今回の調査で確認

された土坑が形状等から貯蔵穴・落とし穴といった性格が考えにくいことから、墓の可能性も否定でき

ない。いずれにせよ、土坑内遺物の出土状況や居住空間との位置関係からの検討が必要であり、今後の

周辺で調査の際の検討課題としたい。

集落の範囲は調査面積が狭いため明確ではない。ただし、調査区の南側は100m程で新川に面 した段

丘崖となること、西側隣接地 (現在果樹園となっている)で は縄文土器等が採取されること、土坑との

位置関係等から、集落が環状ないし馬蹄形をなすとすれば、今回調査地点を南端とし、集落の中心はさ

らに北側に広がるものと考えられる。つまり、遺跡としては駄科権現堂遺跡と安宅遺跡にかかる一帯が

想定されることになる。

さらに、周辺遺跡での発掘調査結果との比較で集落変遷をみると、縄文時代中期中葉においては駄科
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権現堂遺跡東側 (旧宮城遺跡)お よびさらに東側の一段下の段丘に位置する城陸遺跡に中心があり、中

期後半には駄科権現堂遺跡およびさらに北側の駄科北平遺跡に中心が移動するとの想定ができそうであ

る。しかし、両者は中期中葉と後葉とで空白時期があり、ダイレクトに集落域の移動があったとは考え

られず、周辺遺跡でのさらなる資料の増加、個々の遺跡の詳細な時期についての検討が必要であろう。

古墳について

今回の調査では古墳 1基を新たに確認 し、安宅 3号古墳とした。古墳名称を「安宅」とした根拠とし

ては、今回確認された古墳の北西側約100mに 安宅 1号古墳が存在することによる。 この古墳は『下伊

那史』第二巻に記載がある円墳で、これによると現存する規模は東西径 8m、 南北径 1l m、 高さ1.5～

3mに なる。出土遺物について知られていないことから築造時期については不明である。また、安宅 1

号古墳の南東側では、昭和63年に実施 した集合住宅建設に先立つ調査で周溝の一部が確認され、安宅 1

号古墳との位置関係から安宅 2号古墳とした (第 15016図 )。 この古墳の推定墳丘径は15～ 16m、 周溝

を含めると23m程度になる。周溝内から出土 した遺物には、土師器 (内黒不)、 須恵器 (長頸壺 。甕)、

埴輪片がある (第 17図 )。 埋葬施設は削平により確認できなかったが、土器は 6世紀前半から 7世紀に

かけてのもので、その時期から安宅 2号古墳は 6世紀に築造された横穴式石室を有する円墳で、 7世紀

まで追葬が行われていたと推定される。安宅 3号古墳は埋葬施設を削平により確認できなかったが、横

穴式石室の可能性が高いことは第Ⅲ章で述べたとおりである。また、安宅 3号古墳の墳丘径は15m、 周

溝を含めると20m以上になり、安宅 2号古墳とほぼ同規模の古墳になる。横穴式石室の痕跡を残すもの

は安宅 3号古墳のみであるが、 1号から3号までそれぞれ約50m間隔で並んでおり、前述の状況から、

これら3基が 6世紀以降に築造された横穴式石室を有する古墳群 (安宅古墳群)であるとの推定が可能

である。

これに対 し、調査区東側にある前方後円墳の権現堂 1号古墳をはさんで反対側には権現堂 2号古墳 。

井ゾエ 1号 。2号古墳 0ツ カノコシ古墳・神送塚古墳といった円墳群がある。井ゾエ 1号 。2号古墳 。

ツカノコシ古墳は発掘調査がなされているが、いずれも上部が削平されているため埋葬施設は確認でき

ていない。井ゾエ 1号古墳は墳丘の直径16.4m、 須恵器・土師器・鉄剣・鉄鏃が出土 している。井ゾエ

2号古墳は墳丘の直径約13m、 須恵器・土師器破片が出土 している。ツカノコシ古墳は墳丘の直径 16.5

m、 須恵器 。土師器・直刀・鉄剣が出土 している。神送塚古墳は『下伊那史』第二巻によると、石室を

もつ大規模な円墳であったとされ、発掘調査はしていないが六鈴鏡・珠文鏡・直刀・鉄剣 。鉄矛 。鉄鎌 。

鉄鏃・轡・三角板鋲留短甲があるほか、陶製の馬が出土 しているとされる。これらの円墳群は出土遺物

から5世紀後半の年代が推定される。権現堂 1号古墳は全長60.9mで、『下伊那史』第二巻によると、

明治 。大正時代に後円部を掘り下げたところ鉄剣・直刀・轡 0土師器 。須恵器 。円筒埴輪が出土 したと

され、石室らしいものは確認されなかったということである。権現堂 2号古墳ほかの円墳群はいずれも

5世紀後半代に比定されるが、権現堂 1号古墳は時期の特定が難 しく、 6世紀代の古墳との見方もなさ

れているが、前述のように大型の石がなかったということから、円墳群と同様、 5世紀代に築造された

古墳である可能性が十分あり、西側の安宅古墳群とは築造時期の異なる別の古墳群と考えられる (第 14

図)。
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安宅古墳群の北側約400mの ところには

横穴式石室を有する塚越 1号古墳があり、

安宅古墳群との間にトヤ田古墳、丸畝町古

墳、井間古墳といった円墳が存在する。い

ずれも詳細は不明であるが、安宅古墳群と

の位置関係から、 6世紀以降の古墳群と捉

えることも可能である。

こうしたことから、権現堂 1号古墳を盟

主とする東側の 5世紀代の古墳群がある一

帯から、安宅古墳群さらに北側の塚越1号

古墳にかけての 6世紀以降に築造された古

墳群がある一帯へと墓域が移動したとの推

定が可能であるが、現時点では比較資料も

少なく、墓域変遷については今後の課題で

ある。
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第14図 周辺古墳配置図
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